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《長期優良住宅の認定制度を活用しましょう》
※ 問合せ先：「認定」「税制」に関すること…景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２―８１４０）／

「融資」に関すること…（独）住宅金融支援機構お客様コールセンター（あ０５７０―０８６０―３５）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

　

日
本
の
住
宅
は
、
約
30
年
周
期

で
解
体
と
新
築
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
好
ま
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
周
期
を
延
ば
し
、
よ
り
長

く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
住
宅

の
普
及
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
住
宅
の

劣
化
対
策
、
耐
震
性
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
な
ど
の
性
能
を
有
す
る
建

物
の
建
築
計
画
お
よ
び
、
一
定
の

維
持
管
理
計
画
を
策
定
し
、
倉
吉

市
か
ら「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」
に

認
定
さ
れ
る
と
、
各
種
税
制
上
の

優
遇（
別
表
参
照
）
や
住
宅
ロ
ー
ン

の
供
給
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

長
期
優
良
住
宅
は
一
般
的
な
木

造
住
宅
に
比
べ
、
建
築
か
ら
10
年
、

20
年
経
過
し
て
も
そ
の
資
産
価
値

は
高
く
、
財
産
と
し
て
優
良
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
つ
く

り
と
な
る
の
で
維
持
管
理
の
費
用

も
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
、
長
期

展
望
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
大
変

経
済
的
な
住
宅
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
長
期
優
良
住
宅

の
認
定
制
度
」
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●認定長期優良住宅に対する税の特別措置
　 一般住宅 認定長期優良住宅

所得税※１

(ローン減税)

居　住
開始年

控除対象
限 度 額

控
除
率

控除
期間

最　大
控除額

平成２１ ５，０００万円

１．０
%

１０
年
間

５００万円

平成２２ ５，０００万円 ５００万円

平成２３ ４，０００万円 ４００万円

平成２４ ３，０００万円 ３００万円

平成２５ ２，０００万円 ２００万円

居　住
開始年

控除対象
限 度 額

控
除
率

控除
期間

最　大
控除額

平成２１ ５，０００万円
１．２
% １０

年
間

６００万円

平成２２ ５，０００万円 ６００万円

平成２３ ５，０００万円 ６００万円

平成２４ ４，０００万円 １．０
%

４００万円

平成２５ ３，０００万円 ３００万円

所得税※２

(投資型減税)
―

標準的な性能強化費用相当額（上限
１，０００万円）の１０%相当額を、その
年の所得税額から控除

登録免許税
①保存登記　　　　１．５/１０００
②移転登記　　　　３．０/１０００
③抵当権設定登記　１．０/１０００

①保存登記　　　　１．０/１０００
②移転登記　　　　１．０/１０００
③抵当権設定登記　１．０/１０００

不動産取得税 １，２００万円控除 １，３００万円控除

固定資産税
【戸        建】１～３年目 １/２軽減
【マンション】１～５年　 １/２軽減

【戸        建】１～３年目 １/２軽減
【マンション】１～５年　 １/２軽減

※１ 控除額が所得税額を超える場合は、一定額を個人住民税から控除することができます（当該年
分の所得税の課税総所得金額などに５%を乗じて得た額（最高９．７５万円）を限度）。

※２控除額がその年の所得税額を超える場合は、翌年分の所得税額から控除することができます。

【
長
期
優
良
住
宅
に
対
応
し
た
住

宅
ロ
ー
ン
の
供
給
支
援
】

　

民
間
金
融
機
関
が
、
認
定
長
期

優
良
住
宅
に
つ
い
て
、
最
長
50
年

の
住
宅
ロ
ー
ン
を
供
給
で
き
る
よ

う
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
支
援

（
フ
ラ
ッ
ト
50
）

【
長
期
住
宅
取
得
の
拡
充
】

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
の
優
良
住

宅
取
得
支
援
制
度（
フ
ラ
ッ
ト
35

Ｓ
）
に
お
い
て
、
認
定
長
期
優
良

住
宅
な
ど
に
係
る
金
利
優
遇（
０
．

３
％
金
利
引
き
下
げ
）
の
期
間
を

当
初
10
年
間
か
ら
20
年
間
に
延
長

●
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
供
給
支
援

極めてまれに発生する地震に対し、継続利用するための改修を容
易化できるよう、損傷のレベルの低減を図る。
次のいずれかの措置を講じる。
・免震建築物であること。
・大規模地震時の地上部分の各階の安全限界変形の当該階の高さ
に対する割合をそれぞれ１/４０以下とする（層間変形角を確認）。

・耐震等級（倒壊など防止）の等級２とする。

耐震性

数世代にわたり住宅の構造躯体が使用できること。
劣化対策等級３に加えて、
・床下および小屋裏の点検口を設置。
・床下空間に３３０mm以上の有効高さを確保。

劣化対策

構造躯体に比べて耐用年数が短い内装・設備について、維持管理（清掃・
点検・補修・更新）を容易に行うために必要な措置が講じられていること。
・維持管理対策等級（専用配管）等級３

維持管理・更新の容易性

良好な景観の形成、そのほかの地域
における居住環境の維持および向上
に配慮されたものであること。

居住環境

良好な居住水準を確保するために必要な規模を有すること。
・７５㎡以上（２人世帯の一般型誘導居住面積水準）、かつ、
住戸内の一つの階の床面積が４０㎡以上
※地域の実情に応じて引上げ・引下げを可能とする。ただし、

５５㎡（１人世帯の誘導居住面積水準）を下限とする。

住宅面積

建築時から将来を見据えて、定期的な点検・補修などに関
する計画が策定されていること。
・構造耐力上主要な部分、雨水の浸入を防止する部分およ
び給水・排水設備について点検の時期・内容を定めること。

・少なくとも１０年ごとに点検を実施すること。

計画的な維持管理必要な断熱性能などの省エネル
ギー性能が確保されていること。
・省エネルギー対策等級４

長期に利用される構造躯体に
おいて対応しておくべき性能

●長期優良住宅認定基準のイメージ

基本性能：耐久性・耐震性の確保／可変性の確保／維持管理の容易性の確保／住環境への配慮　など



（13）平成 21.8

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
人
の
た
め
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
老

後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
の

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
時
は
未
納
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
免
除

：

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

承
認
を
受
け
て
も
全
額
免
除
以
外
の
人
は

減
額
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
、

納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

：

本
人
と
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
30
歳
未
満
の

人
は
、
申
請
に
よ
り
納
付
を
後
払
で
き

ま
す
。

※ 

免
除
期
間
お
よ
び
納
付
猶
予
期
間
は

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
、
申
請
が

遅
れ
て
も
７
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

認
め
ら
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
が
、
申
請
時
に「
継
続

申
請
」を
希
望
す
る
と
翌
年
か
ら
は
申

請
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

：

本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
の
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き
ま

す
。
特
例
対
象
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
、
申
請
が
遅
れ
て
も
４
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
場
合
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
た
は
が
き
を
返
送
す
る
だ
け

で
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

《国民年金保険料の納付に困ったら…》
※問合せ先：市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

鳥取社会保険事務局倉吉事務所（あ２６―５３１１）

《平成２２年「倉吉市成人式」のご案内》
市外に住む倉吉市出身の人もぜひ出席してください。

※ 問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７/い２２―１６３８）

対象となる人：平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人

◎ 成人式のご案内は、7月 1日現在、倉吉市に住民登録のある人には、１２月ごろ郵送します。現在、市
に住民登録のない人は、電話でお知らせください。

建物を異動したときには連絡を！  家屋を新築（増築）したとき、家屋の一部や全部を取り壊したときには、必ず税務課までご連
絡ください。 建物の用途を変更したときにもご連絡ください（住宅を住宅以外に変更するなど）。

　

若
者
の
住
宅
の
取
得
を
奨
励
し
、

定
住
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
て
、

35
歳
以
下
の
人
が
住
宅
を
新
築
し
た

と
き
に
は
、
３
年
間
固
定
資
産
税
の

一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

取
得
し
た
翌
年
の
１

月
１
日
現
在
で
35
歳
以
下
の
人（
所

有
者
本
人
や
配
偶
者
な
ど
）が
、
平
成

19
年
１
月
２
日
以
後
に
住
宅
を
新
築
、

ま
た
は
新
築
の
建
売
住
宅
を
購
入
し
、

そ
の
住
宅
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
市

町
村
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
場
合
。

若
者
が
新
築
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

ケースケース
①

　

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
改
修
が
完

了
し
た
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
の
一

部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

65
歳
以
上
の
人
・
要

介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
人
・
障
が
い
の
あ
る
人
が

居
住
す
る
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前

に
完
成
し
た
住
宅
で
、
工
事
代
金
が

補
助
金
な
ど
を
除
く
自
己
資
金
30
万

円
以
上
の
も
の
。

住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
し
た
場
合

ケースケース
②

住
宅
を
耐
震
改
修
し
た
場
合

ケースケース
③

　

個
人
が
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
の
一
部

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

昭
和
57
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
所
在
す
る
住
宅
で
、
耐
震
改

修
の
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

　

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住

宅
に
つ
い
て
、
改
修
が
完
了
し
た
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
の
一
部
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象

：

平
成
20
年
１
月
１
日

以
前
に
完
成
し
た
住
宅
に
お
い
て
、

窓
の
断
熱
改
修
工
事
、
お
よ
び
そ
の

工
事
と
併
せ
て
行
う
床
や
天
井
・
壁

の
改
修
工
事
で
、
改
修
部
位
が
い
ず

れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に

適
合
し
、
省
エ
ネ
工
事
費
用
が
30
万

円
以
上
の
も
の
。

住
宅
を
省
エ
ネ
改
修
し
た
場
合

ケースケース
④

《固定資産税の一部が減額されます》
制度を上手に活用して、安心・快適な住環境を整えましょう。

※問合せ先：税務課（あ２２―８１１４／い２２―１０８７）
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国
庁
跡
の《
ふ
れ
あ
い
花
広

場
》に
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
ま
す

　

社
保
育
園
と
社
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
、
社
小
学
校
６
年
生
の
皆

さ
ん
に
種
ま
き
、
植
え
付
け
な
ど

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
ヒ
マ
ワ
リ

が
、
国
庁
跡
両
端
の
２
か
所
に
咲

き
ま
す
。

　

４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
約

１
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

：

国
庁
裏
神
社
の
北
と
西
側

主　

催

：

倉
吉
市
教
育
委
員
会
・

社
伯
耆
国
庁
跡
管
理
委
員
会

※
問
合
せ
先

：

文
化
財
課(

あ
２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３)

重
度
障
が
い
者
手
当
て
の
制

度
が
あ
り
ま
す

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
、
20
歳
以
上
で
在
宅
の
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
や
病
院
に
３
か
月
以
上
入
院
し
て

い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
月
額
２
６
，４
４
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
で
在
宅
の
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
児

童
や
施
設
入
所
児
童
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

▼
月
額
１
４
，３
８
０
円

【
注
意
事
項
】

▼ 

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

申
請
書
、
診
断
書
な
ど
は
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。

＊ 

申
請
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

福
祉
課(

あ
２
２―

８
１
１
８
／
い
２
２―

７
０
２
０)

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

は
８
月
中
に

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
８
月

31
日（
月
）
ま
で
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
が
な
い
場
合
、
引
き
続

い
て
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の
父

親
が
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
児

童
と
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
場

合
な
ど
に
、
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
親
ま
た
は
養
育
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
手
当
て
を
受
け

る
に
は
認
定
請
求
を
行
い
、
認

定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

な
お
、
昭
和
60
年
８
月
１
日

以
降
に
支
給
要
件
に
当
て
は
ま

り
、
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
５
年
を
経
過
し
て
い
る
人
は

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

 　

ま
た
、
手
当
の
支
給
に
は
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

子
ど
も
家
庭
課(

あ

２
２―

８
２
２
０
／
い
２
２―

７
０
２
０)

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

や
精
神
に
中
等
度
以
上
の
障
が
い

の
あ
る
お
子
さ
ん
を
、
家
庭
で
養

育
し
て
い
る
父
親
や
母
親
な
ど
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、
８
月

に「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
が

な
い
場
合
、
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
に
必
要
な
も
の
】

①
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

②
印
鑑

③ 

手
当
証
書（
支
給
停
止
の
人
に

は
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
）

※
問
合
せ
先

：

子
ど
も
家
庭
課(

あ

２
２―

８
２
２
０
／
い
２
２―

７
０
２
０)

通し日 日 曜 会議区分 時　間 内　　　　容

1 8月31日 月 本会議 午前10時
議案の上程、提案理由の
説明

2 9月1日 火 〃 〃 市政に対する一般質問

3 2日 水 〃 〃 〃

4 3日 木 〃 〃 〃

5 4日 金 予備日

6 5日 土 休　会

7 6日 日 〃

8 7日 月 本会議 午前10時 付議議案に対する質疑

9 8日 火 〃 〃
付議議案に対する質疑
～委員会付託 　  

10 9日 水 予備日

11 10日 木 委員会

12 11日 金 〃

13 12日 土 休　会

14 13日 日 〃

15 14日 月 委員会

16 15日 火 本会議 午前10時
委員長報告～付議議案の
討論・採決

倉吉市議会定例会のお知らせ
　平成２１年９月第７回倉吉市議会定例会が、次の日程
により開催されます。
※問合せ先：議会事務局（あ 22-8145/い 22-8146）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）
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小
作
地
の
状
況
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

　

８
月
１
日
現
在
の
小
作
地
の
所

有
状
況（
農
地
の
貸
し
借
り
の
状

況
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

＊ 

台
帳
の
縦
覧
は
、
農
地
所
有
者

ま
た
は
借
地
者
の
本
人
、
お
よ

び
そ
の
家
族
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

と　

き

：

９
月
１
日（
火
）
〜
30
日

（
水
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
３
階
）

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務

局（
あ
２
２―
８
１
７
１
／
い
２
３―

９
１
０
０
）

第
11
回
無
事
故
・
無
違
反

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
」

　

運
転
者
の
無
事
故
・
無
違
反
と
、

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
」

を
実
施
し
ま
す
。
運
転
免
許
証
を

所
有
す
る
多
く
の
人
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。　

と　

き

：

９
月
１
日（
火
）
〜
12
月

９
日（
水
）ま
で
の
１
０
０
日
間

チ
ー
ム
人
数

：

１
チ
ー
ム
５
人

参
加
費

：

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円

応
募
資
格

：

倉
吉
警
察
署
管
内
に

居
住
す
る
運
転
免
許
証
所
有
者
、

ま
た
は
倉
吉
地
区
安
全
運
転
運
行

管
理
者
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る

事
業
所
職
員（
運
転
免
許
証
所
有

者
）。

受
付
期
間

：

８
月
11
日（
火
）
〜
31

日（
月
）

＊ 

応
募
用
紙
は
、
受
付
場
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

受
付
場
所

・ （
財
）鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
倉

吉
地
区
協
会
、
ま
た
は
そ
の
支

部
事
務
局

・ 

倉
吉
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理

者
協
議
会
、
ま
た
は
そ
の
支
部

事
務
局

・ 

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
市
役

所
総
務
課
）

表　

彰

：

無
事
故
・
無
違
反
達
成

の
報
告
が
あ
っ
た
チ
ー
ム
の
中
か

ら
抽
選
で
受
賞
チ
ー
ム
を
決
定
し

ま
す
。

＊ 

表
彰
式
は
、
平
成
22
年
２
月
21

日（
日
）を
予
定

※
問
合
せ
先

：

交
通
安
全
協
会
倉
吉
地

区
協
会（
あ
２
６―

７
１
１
５
）ま
た
は
総

務
課（
あ
２
２―
８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催

　

立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、
立

候
補
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き

：

８
月
11
日（
火
）
午
後
２

時
〜

と
こ
ろ

：
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
第
１

研
修
室

持
参
す
る
物

：

印
鑑
・
筆
記
用
具

※
問
合
せ
先

：

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(

あ
２
２―

８
１
１
９
／
い
２
２―

１
０
８
７)

■
行
政
相
談
所

①
８
月
18
日（
火
）
午
後
１
時
〜

３
時　

市
役
所
第
３
会
議
室（
東

庁
舎
３
階
）

②
８
月
28
日（
金
）
午
後
１
時
〜

４
時　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
４
５―

３
８
０
０
）

相
談
員

：

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
農
家
相
談
会

と　

き

：

８
月
18
日（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
）

内　

容

：

農
業
の
受
委
託
、
農

地
の
賃
借
・
委
譲
、
転
用
、
農
業

者
年
金
な
ど

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
あ
２
２―

８
１
７
１
）

■
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

８
月
28
日（
金
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

無
料
で
弁
護
士
、
司
法

書
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部
消
費
生

活
相
談
室（
倉
吉
未
来
中
心
）（
あ
２
２

―

３
０
０
０
）

■
市
民
生
活
特
別
相
談
窓
口

内　

容
：

離
職
・
休
業
な
ど
収

入
減
に
よ
る
生
活
不
安
、
市
民
生

活
全
般
の
困
り
ご
と
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

市
民
生
活
相
談
室（
本

庁
舎
西
側
・
市
民
参
画
課
内
）（
あ
２
２

―

２
７
１
７
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

　

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特

別
手
当
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

申
請
期
限

：

９
月
16
日（
水
）

＊ 

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
、
申

請
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
・　
　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

　
　
　
　

申
請
期
限
は

９
月
16
日（
水
）ま
で

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

  秋 本 農 園

  倉吉市大塚

（秋本吉人）

あ/い26-4128
ぇ0120-366220

■地元コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ
■三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ

■コシヒカリブレンド   ２，８００円/10ｋｇ

■奥出雲はざかけコシヒカリ
３，７００円/10ｋｇ

■モチ米  ４００円/1ｋｇ

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時：8月26日（水） AM10：00～12：00

場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

倉
吉
市
が
、
給
付
の
た
め
の
手

数
料
を
求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金

自
動
預
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
問
合
せ
先

：

定
額
給
付
金
給
付

実
施
本
部（
総
合
政
策
室
内
あ
２
２―

８
１
６
１
／
い
２
２―

８
１
４
４
）
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カ
ラ
ス
の
一
斉
捕
獲

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
果
樹
園
な
ど
へ

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
カ
ラ
ス
の

一
斉
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
実
施
当
日

の
早
朝
は
山
や
果
樹
園
な
ど
に
近

寄
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き

：

８
月
23
日（
日
）
日
の
出

〜
約
３
時
間

※
問
合
せ
先

：

農
林
課（
あ
２
２―

８
１
５
７
／
い
２
３―

９
１
０
０
）

平
成
21
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
助
成
団
体
の
二
次
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
で
公
益
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
す
で
に
２
団
体
に
助

成
金
の
交
付
決
定
を
行
い
ま
し
た

が
、
市
民
活
動
団
体
を
再
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

・ 

独
自
の
発
想
と
専
門
性
を
生
か

し
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
団
体

・ 

倉
吉
市
内
で
活
動
す
る
５
人
以

上
で
構
成
す
る
市
民
活
動
団
体

助
成
団
体

：

３
団
体

助
成
金
額

：

上
限
10
万
円（
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
下
）

助
成
対
象
期
間

：

９
月
１
日（
火
）

〜
３
月
31
日（
水
）

応
募
期
間

：

８
月
３
日（
月
）
〜
17

日（
月
）

申 

請 

書

：

申
請
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
市
民
参
画
課
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

【
事
業
説
明
発
表
会
】

　

助
成
金
交
付
団
体
の
決
定
に

当
っ
て
は
、
申
請
団
体
に
よ
る
公
開

事
業
説
明
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き

：

８
月
下
旬
予
定

市営住宅入居者を募集

募集住宅一覧

住宅名 間取り 月額家賃
戸
数

駐
車
場

風

呂

鴨川町住宅 ４階／３ＤＫ
25,500円

～50,000円
１戸 １台 有

上余戸住宅 １階／３ＤＫ
27,900円

～54,800円
１戸 １台 有

長坂新町住宅 ２階建／３ＤＫ
15,300円

～30,000円
１戸 １台 無

＊上余戸住宅１階３ＤＫを高齢者または身体障がい者世帯優先入
　居住宅とします（単身を除く）。

募集期間：８月１７日（月）～２４日（月）
抽選日：８月３１日（月）
抽選場所：市役所第２会議室（本庁舎３階）
入居基準の所得
◆ 各種控除後の世帯の所得が、月額１５万８千円以下
◆高齢者・障がい者・子育て世帯などは、月額２１万４千円以下（証明書
など必要）

※申込・問合せ先：景観まちづくり課

　　　　　　　　　（あ２２－８１７５／い２２－８１４０）

「第５４回倉吉文芸」作品募集
応募締切：９月３０日（水）（当日消印有効）

　皆さんの文芸活動の総合的な発展と育成を図るために「第

５４回倉吉文芸」の作品を募集します。

応募資格： 中部地区に在住・勤務・在学する人、中部地区の
団体に所属している人

応募規定

出品部門

作品種目
団体推薦部門

個人応募部門

一般の部
児 童 ・
生徒の部

詩
１人２編以内

（１編４０行以内）
１人２編以内

（１編４０行以内）
短歌 １人３首以内 １人５首以内
俳句 １人３句以内 １人５句以内

自由律俳句 １人３句以内 １人５句以内
川柳 １人３句以内 １人５句以内

随筆・評論
１人１編（４００字詰原稿用紙で随筆は５枚
以上１０枚程度、評論は１０枚以上２０枚程
度）

創作 １人１編　４００字詰原稿用紙３０枚程度

　＊未発表作品に限ります。

原　稿： 原稿は必ず４００字詰原稿用紙に、楷書で明確に書
いてください。原稿は返却しません。またデータ（Ｕ
ＳＢ・フロッピーディスク）による応募も可です。

賞　： 団体推薦部門・個人応募部門の各部門から倉吉文芸賞・
奨励賞・佳作賞を贈ります。

※応募先・問合せ先： 〒 682－0816 倉吉市駄経寺町１８７―１／倉吉市
立図書館「倉吉文芸」係（あ４７―１１８３）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

【問合せ】 090－3634－4796 松浦一夫

合氣道会員募集
☆稽古日時
　毎週火曜・土曜日
　19：00 ～ 21：00

合気道倉吉道場

☆稽古場所
　倉吉武道館　
　（倉吉市葵町 601－1）

近くにお越しの際は見学だけでも結構です
どうぞお立ち寄りください。



（17）平成 21.8

進
等
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
に

基
づ
く
採
用
）

【
土
木
技
師
】２
人

【
建
築
技
師（
一
級
建
築
士
）】１
人

【
保
育
士
】３
人

【
学
芸
員（
美
術
分
野
）】１
人

▼
年
齢
要
件

【
一
般
事
務（
身
体
障
が
い
者
対
象
）
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
前
記
以
外
の
一
般
事
務
、
土
木
技

師
】

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
建
築
技
師（
一
級
建
築
士
）、
保
育

士
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
学
芸
員
】

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

＊ 
免
許
な
ど
受
験
資
格
の
詳
細
は

「
受
験
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

第
一
次
試
験

と　

き

：

９
月
20
日(

日)

と
こ
ろ

：

東
中
学
校

▼
受
験
申
込
期
間

：

８
月
５
日

(

水)

〜
８
月
27
日(

木)

午
後
５
時

15
分

▼
受
験
案
内
配
布
場
所

市
役
所（
職
員
課
・
市
民
課
・
図
書

館
・
関
金
支
所
）

＊ 「
受
験
案
内
」
は
、
８
月
４
日

（
火
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

＊ 

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳

細
を
掲
載
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

職
員
課（
〒
６
８
２―

８
６
１
１ 

倉
吉
市
葵
町
７
２
２
／
あ

２
２―

８
１
６
４
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
予
定
人
数

【
事
務
職
】
１
人

【
消
防
職
】
消
防
士
９
人
程
度
、
救

急
救
命
士
１
人
程
度

▼
年
齢
要
件

【
事
務
職
】

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
消
防
職
】

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
受
験
申
込
期
間

：

８
月
28
日

(

金)

午
後
５
時
15
分
ま
で（
必
着
）

▼ 

第
一
次
試
験

：

９
月
20
日(

日)

▼
受
験
案
内
配
布
場
所

事
務
局
総
務
課
お
よ
び
消
防
局
総
務

課
、
各
消
防
署
、
市
役
所
職
員
課

＊ 

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は「
広
報

ふ
る
さ
と
広
域
連
合
」、
ま
た
は

「
受
験
案
内
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

広
域
連
合
事
務
局
総

務
課（
あ
３
６―

５
２
１
２
／
い
３
６―

１
０
１
６
）

決
定
方
法

：

申
請
書
お
よ
び
公
開

事
業
説
明
発
表
会
で
の
審
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先:

市
民
参
画
課（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

倉
吉
市
職
員
採
用
試
験
受

験
案
内

　

次
の
と
お
り
、
倉
吉
市
職
員
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
者

【
一
般
事
務
】
６
人
程
度（
う
ち
１

人
は「
身
体
障
害
者
の
雇
用
の
促

選挙一口メモ⑤

期日前投票って何？
　選挙期日前でも、選挙期日と同じよ
うに投票できる制度です。投票の際は、
宣誓書に列挙されている一定の事由か
ら当てはまるものを選択します。

対象者： 選挙期日に仕事やレジャー、冠婚葬祭など

の用務がある人。選挙期日に病気やけが、
出産などのため歩行が困難で投票所に行け
ない人。

投票期間： 告示日の翌日から選挙期日の前日まで

投票時間： 午前８時３０分から午後８時まで

投票場所： 選挙の都度、選挙管理委員会が決定しま

す。通常、倉吉市では市役所本庁舎３階
第２会議室です。

 ＊選挙当日都合がある人は、期日前投票をしま
しょう！
※問合せ先：選挙管理委員会事務局（あ２２－８１１９／い２２

－１０８７）

倉
吉
市
立
東
中
学
校
の
門
柱
と

し
て

門
柱
一
式
＝
東
伯
郡
三
朝
町

本
泉

：

吉
水 

信
明
さ
ん

市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
市
立
図

書
館
備
品
と
し
て

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

２
台
＝
鳥
取
オ
ン
キ
ヨ
ー
株

式
会
社

：

代
表
取
締
役
社
長

砂
長 

潔
さ
ん

社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て

２
，
３
３
９
円
＝
日
本
入
れ
歯

リ
サ
イ
ク
ル
協
会

：

代
表
理

事　

三
好 

勇
夫
さ
ん

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回

建築工事業 第４４２９号

設計事務所 第３―１９４７号
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狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許
試
験
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

と　

き

：

８
月
30
日(
日)

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

：

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
期
限

：

８
月
21
日(

金)

受
験
申
込
手
続
き

　

狩
猟
免
許
申
請
書
に
、
医
師

の
診
断
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
え

て
、
中
部
総
合
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い（
申
請
書
な
ど
は
中

部
総
合
事
務
所
・
市
役
所
農
林
課

に
あ
り
ま
す
）。

【
受
験
手
数
料
】

網
猟
免
許（
網
用
）、
わ
な
猟
免
許

（
わ
な
用
）

：

４
，３
０
０
円（
２
，

８
０
０
円
）

第
１
種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃･

空

気
銃
用
）、
第
２
種
銃
猟
免
許（
空

気
銃
用
）

：

５
，
２
０
０
円（
３
，

９
０
０
円
）

＊ （　

）内
は
、す
で
に
ほ
か
の
種
類

の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
の

手
数
料
で
す
。

＊ 

平
成
18
年
度
に
狩
猟
免
許
の
交
付

（
更
新
含
む
）を
受
け
た
人
は
更
新

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

中
部
総
合
事
務
所

生
活
環
境
局
生
活
安
全
課（
あ
２
３―

３
２
７
６
）

「
旧
暦
の
七
夕
会
」
昔
遊
び

体
験
教
室

　

倉
吉
淀
屋
を
会
場
に
、
七
夕
飾

り
を
し
ま
す
。
お
手
玉
・
紙
鉄
砲
・

竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
た
り
、
け
ん
玉

で
遊
ん
だ
り
し
て
、
親
子
で
思
い

出
の
夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き

：

８
月
８
日（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
ま
た
は
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
淀
屋（
東
岩
倉
町
）

参
加
費

：
無
料

準
備
す
る
も
の

：

裁
縫
具
、
の
こ

ぎ
り
、
き
り
、
小
刀
、
け
ん
玉
な
ど

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
淀
屋
運

営
委
員
会（
文
化
財
課
内
）（
あ
２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

里
見
氏
最
新
調
査
報
告
会

　

南
総
里
見
八
犬
伝
の
モ
デ
ル
と

言
わ
れ
る「
里
見
氏
」
終
え
ん
の

地
、
倉
吉
市
で
里
見
氏
研
究
の
第

一
線
の
研
究
者
が
、
倉
吉
で
の
学

術
調
査
の
結
果
と
里
見
氏
最
後
の

当
主
里
見
忠
義
を
語
り
ま
す
。

と　

き

：

８
月
22
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

関
金
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
関
金
庁
舎
隣
）

参
加
料

：

無
料

【
内　

容
】

講　

演

：

▼「
伯
耆
国
倉
吉
・
訪
問
の
歴
史
」

講
師

：

川
名 

登
さ
ん（
千
葉
経
済

大
学
名
誉
教
授
）

▼「
伯
耆
国
倉
吉
に
赴
い
た
里
見

忠
義
主
従
」

講
師

：

佐
藤 

博
信
さ
ん（
千
葉
大

学
教
授
）

▼「
里
見
忠
義
の
足
跡
を
た
ど
る
」

講
師

：

滝
川 

恒つ
ね
あ
き昭

さ
ん（
元
千
葉

県
史
中
世
部
会
専
門
員
）

座
談
会

：

講
演
会
の
講
師
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
安
房
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
に
よ
る
座
談
会

※
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

里
見
時
代
行
列
参
加
者
募
集

参
加
資
格

：

だ
れ
で
も
参
加
可

募
集
人
数

：

大
人（
中
学
生
以
上
）

10
人
、
小
学
生（
４
〜
６
年
生
程

度
）10
人（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

と　

き

：

９
月
６
日（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ご
ろ

申
込
期
限

：

８
月
９
日（
日
）
必
着

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
養

生
の
郷（
あ
／
い
４
５―

３
９
８
８
／
Ｅ

メ
ー
ル

：y
o
u
jy
o
u
@
se
k
ig
a
n
e
.n
e
t

）

第
３
回
里
見
忠
義
公
・
里

見
八
賢
士
顕
彰
剣
道
大
会

と　

き

：

８
月
30
日（
日
）
午
前
９

時
〜

と
こ
ろ

：

倉
吉
体
育
文
化
会
館

内　

容

：

中
国
・
四
国
、
近
畿
地

区
の
小
学
生
・
中
学
生
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
団
体
戦

小
学
生（
低
学
年
・
高
学
年
）、
中

学
生（
男
子
・
女
子
）

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
剣
道
連
盟（
舩

木
）（
あ
２
３―

２
０
８
４
）

第
８
回
倉
吉
天
女
音
楽
祭

前
売
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　

倉
吉
市
出
身
の
世
界
的
サ
ッ
ク

ス
奏
者
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の「
第
８
回
倉
吉
天
女

音
楽
祭
」
の
前
売
券
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

【
音
楽
祭
】

と　

き

：

９
月
27
日（
日
）
午
後
２

時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心
大
ホ
ー
ル

■
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
夢
ス
テ
ー
ジ

　

県
内
で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
団
体
な
ど
の
演
奏

■
特
別
出
演

　

大
阪
で
活
躍
す
る
女
性
だ
け
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド「
ス
イ
ン
グ

レ
デ
ィ
ー
ス
」の
演
奏

■
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
＆
倉
吉
天
女
音
楽

祭
吹
奏
楽
団
ス
テ
ー
ジ

　

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
、
吹
奏

楽
好
き
の
メ
ン
バ
ー
と
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
と
の
夢
の
共
演

入
場
料

：

大
人
７
０
０
円（
当

日
８
０
０
円
）、
小
・
中
・
高
校
生 

３
０
０
円（
当
日
３
５
０
円
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

：

倉
吉
未
来
中

心
、
パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
、
市
内
主

要
楽
器
店
、
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ
ダ
、
倉
吉

交
流
プ
ラ
ザ
、
市
民
参
画
課
ほ
か

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
天
女
音
楽
祭

実
行
委
員
会
事
務
局（
市
民
参
画
課

内
）（
あ
２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

「
砂
丘
の
ふ
ら
こ
こ
展
」

〜
第
21
回
倉
文
協
連
合
展
〜

　

中
部
地
区
を
中
心
に
活
躍
し
て

い
る
作
家
と
、
県
内
か
ら
の
招
待

作
家
を
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
展
と
、「
芸
術
た
し
な

み
講
座
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き

：

８
月
28
日（
金
）
〜
30
日

（
日
）午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

：

倉
吉
博
物
館

入
場
料

：

無
料

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
文
化
団
体
協

議
会
連
合
展
運
営
委
員
会（
あ
２
３―

６
０
９
５
／
い
２
３―

４
８
９
７
）
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ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
を
応
援

し
よ
う

　

ガ
イ
ナ
ー
レ

鳥
取
は
、
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
で
の
優
勝
、

そ
し
て「
Ｊ
２
」

へ
の
昇
格
を
目
標
に
、
日
々
厳
し

い
ゲ
ー
ム
を
戦
い
、
こ
の
小
さ
な

鳥
取
県
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

　

倉
吉
市
も
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
受
け
入
れ
に
つ

い
て
承
諾
し
、
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

真
に
県
民
に
よ
る
県
民
の
誇
り

と
な
る
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た
め
、

皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
観
戦

　

長
谷
川
市
長
を
応
援
団
長
に
、

倉
吉
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
に
集
結

し
、
大
応
援
団
と
な
っ
て
一
緒
に

ス
タ
ン
ド
か
ら
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

と　

き

：

８
月
８
日（
土
）
午
後
７

時
キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ

：

と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ

ジ
ア
ム

対
戦
相
手

：

佐
川
印
刷
Ｓ
Ｃ

＊ 

市
内
小
学
生
に
は
無
料
招
待
券

を
配
付
し
て
い
ま
す
。

＊ 

ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
駐
車
場
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

＊ 

入
場
料
な
ど
詳
細
は
ガ
イ
ナ
ー

レ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲スタンドからの声援と選手

◎
激
励
会

　

選
手
を
招
待
し
て
激
励
会
を
開

催
し
ま
す
。
選
手
決
意
表
明
や
選

手
サ
イ
ン
会
も
行
い
ま
す
。
参
加

自
由
で
す
の
で
ど
う
ぞ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

と　

き

：

８
月
６
日（
木
）
午
後
５

時
30
分
〜

と
こ
ろ

：

市
役
所
西
玄
関

◎
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

と　

き

：

８
月
30
日（
日
）

【
第
１
部
】
選
手
と
遊
ぼ
う
！

　

ド
リ
ブ
ル
キ
ン
グ
や
シ
ュ
ー
ト

キ
ン
グ
な
ど
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
サ
イ

ン
会
な
ど
、
選
手
た
ち
と
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

時　

間

：

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

市
営
ラ
グ
ビ
ー
場

参
加
料

：

無
料

【
第
２
部
】
選
手
と
楽
し
も
う
！

　

サ
イ
ン
会
は
も
ち
ろ

ん
、
抽
選
会
や
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
選
手
と
触
れ
合
え

る
ほ
か
、
グ
ッ
ズ
販
売
も

行
い
ま
す
。

時　

間

：

午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

＊ 

参
加
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

　～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～

　      　《車上ねらいにご注意！》
　車の中からお金、物などが盗まれる車上

ねらいの被害が増加しています。

　特徴は、無施錠の車の中から盗まれているほか、施

錠していても、外から見える状態で車の中にバックな

どを置いていることにより、

○ ドアガラスを壊されたり、カギ穴を壊されたりして

盗まれています。

○ 自転車の前かごに荷物をのせたままにしていて盗ま

れています。

【被害防止チェックリスト】

　車（自転車）から降りるとき

□ 車の外から見える場所にバックなどを置いたままに

していませんか？

□ 自転車の前かごにバックなどを載せたままにしてい

ませんか？

□カギを掛けずに車から離れようとしていませんか？

【ちょっと気をつけてください】

■ほんのちょっとだから大丈夫と思わない！

■自分だけは被害にあわないと思わない！

＊ 車の中をのぞき込んでいる人や人が近づいたら物陰

に隠れたりする不審者があれば警察に通報してくだ

さい。
※問合せ先：倉吉警察署（あ２６―７１１０）
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第４回山陰ＫＡＭＩあかり
と　き：１０月１７日（日）
～参加者・応募者募集中～

 あかりワークショップ
　和紙を使った、あかり制作のワークショップ

と　き：８月２３日（日）午後１時～３時

ところ：ＢＹヨシダ（３階）

定　員：５０人

参加費：２，０００円（材料代込み）
＊ 参加者は山陰ＫＡＭＩあかりの出展料

　が無料になります。

申込締切：８月１９日（水）

準備するもの：ペンチ、はさみ、えんぴつ
※申込・問合せ先：ＢＹヨシダ（あ２３―１６１１／い２２―
７５６６）

 あかりアートコンテスト
　プロ、アマ、年齢、国籍、個人、団体の別は問いません。

応募作品数：複数応募可（未発表作品に限る）

出品料：１点につき１，０００円
＊ 電気容量、コードの長さなど詳しくは公式ホーム

ページなどでご確認ください。

応募締切：９月１８日（金）当日消印有効

応募方法：所定の申込用紙を提出
※申込・問合せ先：倉吉まちづくり協議会事務局（市民
参画課内）（あ２２―２７３０／い２３―３７０１／Ｅメール：

machikyo@ncn-k.net）
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「
創
業
塾
」（
計
５
回
コ
ー
ス
）

受
講
生
募
集

　

自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
も
う
か
る
知
恵
と
売
る
力

を
習
得
し
ま
す
。

時　

間

：

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

と
こ
ろ

：

鳥
取
商
工
会
議
所
産
業

会
館　

会
議
室（
５
階
）

受
講
料

：

５
，０
０
０
円

申
込
締
切

：

８
月
14
日（
金
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

鳥
取
商
工
会
議

所
経
営
相
談
課（
あ
０
８
５
７―

３
２―

８
０
０
５
）

と　き 内       容

8月30日(日)
行政機関の創業支援策紹介、創業イメー
ジ図の作成、資金調達のポイント、創業
の心構えと成功のポイント

9月 5日(土)
市場分析、競合店分析、財務・税務のポ
イント

9月 6日(日)
社会保険・労働保険の知識、個人事業者
と法人のメリット・デメリット、税金の
基礎知識、チラシ・ＩＴ活用で販売促進

9月12日(土) ビジネスプラン作成

9月13日(日) ビジネスプランまとめ・発表

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

伯耆しあわせの郷　　倉吉市小田 458（あ 26―5581／い26―5633）
　　　　　　　　　　　　　　 利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

■受講生募集
教室名（ 講  師 ） 日　　時 定  員 受講料（回  数）

園芸教室　草花
（松原 益一郎さん）

月２回木曜日
１３：００～１６：００
（９月～３月）

１５人 ５，０００円（１０回）

男性のための料理教室
（杉本 美智子さん）

 ※ナスフライ、ささ身のくずたたきなど

８月２８日（金）
１０：００～１３：００

１５人 ５００円（１回）

韓国料理教室

（国際交流員 鄭
チョン

 然
ヨンウック

旭さん、調理師　西尾 春代さん）
 ※韓国の家庭料理とデザート

９月１１日（金） 
１０：００～１３：００

３０人 ５００円（１回）

申込方法：  ８月７日（金）から先着順に受け付け、定員になり次第締め切ります。
＊受講料のほかに材料費などが必要です。

 倉吉スポーツセンター
倉吉市葵町 591―1（あ 22―5674／い22―5684）

利用時間：午前８時３０分～午後１０時

講　師：南
なんじょう

條 塁
るい こ

子さん　　定　員：２０人（先着順）

受講料：１回３００円（保険含む）　　申　込：８月１０日（月）午前９時～

＊動きやすい服装、運動靴、バスタオル、飲み物などをご持参ください。

ピラティス教室
　「自分の体を“正しく”動くようにするためのト
レーニング」ピラティスで、肩こり・腰痛・冷え性
を解消し太りにくい体になりましょう。
と　き： ９月２日（水）、９日（水）、１６日（水）、
　　　　１０月７日（水）
　　　　午前１０時～１０時５０分

　基本のステップから始めるので、初心者でも安心して参
加できます。音楽に合わせて楽しく体を動かしましょう！
と　き： ９月１日（火）、８日（火）、１５日（火）、１０月

６日（火）、１３日（火）、２０日（火）、２７日（火）、
　　　　１１月１０日（火）、１７日（火）、２４日（火）
　　　　 午前１０時～１１時

エアロビクス教室
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E V E N T 　 I N F O R M A T I O N

まちのイベント
第４回中部労福協まつり

と　き：８月２３日（日）午前９時３０分～正午

ところ：関金滝川親水公園

内　容： マスつかみ、小規模作業所などによる出店、

クイズ大会、抽選会
※問合せ先：労福協中部支部（あ２３―７２０５／い２３―７２０６）

職業生活設計セミナー　とっとり県民カレッジ連携講座
生活設計セミナー

テーマ：これだけは知っておきたい

　　　　「中高年の暮らしと法律」

と　き：８月２６日（水）午後１時３０分～３時３０分

ところ：倉吉交流プラザ 第１研修室

参加費：無料（要事前申込み）　　定　員：６０人

※協会ホームページからの申し込みもできます。
※問合せ先：（社）鳥取県高齢・障害者雇用促進協会（あ０８５７―

３２―８２６１）

輸送機体験搭乗
　航空自衛隊の輸送機体験搭乗参加者を募集します。

と　き：９月２７日（日）
体験搭乗機：Ｃ－１型、ＹＳ－１１型
対　象：小学生以上（小学生は、保護者同伴）
応募方法：ハガキに希望機種、郵便番号、住所、名前、
年齢、電話番号を必ず記入して申し込んでください。
応募締切：８月３１日（月）必着
＊応募ハガキから抽選し、当選者のみ通知します。
＊当選通知後であっても、都合により中止になる場合があります。
※申込・問合せ先：航空自衛隊　美保基地渉外室（あ０８５９―

４５―０２１１）

福祉の店「ふらっぷ２１」ふれあいバザー
　中部地区の障がい者施設や小規模作業所の作品を販売

する、福祉の店『ふらっぷ21』のふれあいバザーが開催さ

れます。木工、陶芸、手芸、野菜、手作りお菓子などが
販売されます。
と　き：８月１１日（火）、１２日（水）
　　　　午前１０時～午後６時
ところ：パープルタウン中央広場
※問合せ先：福祉の店「ふらっぷ２１」（あ２３―５３５４）

緑地管理アシスタント講習
　高年齢者の再就職を支援するため、緑地管理アシス

タント講習を開催します。
と　き：９月７日（月）～１６日（水）
ところ：伯耆しあわせの郷
対　象：６０歳代前半層で就職・就業を規模する人
募集締切：８月２８日（金）　　受講料：無料
＊応募ハガキから抽選し、当選者のみ通知します。
※申込・問合せ先：鳥取県シルバー人材センター連合会（あ

０８５９―３７―２５３１）

土地家屋に関する無料相談会
と　き：９月６日（日）午前１０時～午後４時

ところ：倉吉体育文化会館　小研修室２（２階）

内　容： 土地の境界に関する相談、土地・建物の表示に関

する登記（土地分筆、建物新築など）の相談

＊当日会場にて受付
※問合せ先：鳥取県土地家屋調査士会（あ０８５７―２２―７０３８）

パ
ソ
コ
ン
講
座（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
後
期
）受
講
生
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を

安
心
・
安
全
に
使
う
た
め
の
ル
ー

ル
や
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
地
域
情

報
の
見
方
を
学
習
し
ま
す
。

と　

き

：

９
月
10
日（
木
）
〜
11
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

対　

象

：

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

定　

員

：

20
人（
先
着
順
）

受
講
料

：

無
料

講　

師

：

鳥
取
大
学
総
合
メ
デ
ィ

ア
基
盤
セ
ン
タ
ー
ほ
か

受
付
開
始

：

８
月
12
日（
水
）
午
前

８
時
30
分
〜

＊ 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

倉吉市生涯学習講座

「日本のこころに触れる教養講座」
～遺し、守り続ける現場から～

　日本の文化・芸術を豊富な作品や実演などを交えて学ぶとともに、文化を伝
える現場の想いをうかがいます。

日 程 講師 テーマ

1 9月26日（土）
13：30～15：00

倉吉市在住仏師

 山本 竜門 

仏師に聞く“仏像の見方”
～ポーズの意味から、倉吉市内の鑑
賞スポットまで～

2 10月17日（土）
13：30～15：00

県立公文書館県史編さん室

専門員 岡村 吉彦
戦国の世の生きざま・死にざま
～直江兼続の時代の鳥取・倉吉は～

3 10月31日（土）
13：30～15：00

鳥取短期大学絣美術館

館長 吉田 公之介
風土が育てた倉吉絣の美

4 11月7日（土）
13：30～15：00

落語家

六代目 桂 小文吾
桂小文吾が語る“落語の愉

たの

しみ”
～落語は笑いのふるさと～

5 11月28日（土）
13：30～15：00

倉吉博物館

館長 前田 明範
倉吉を発信する
～倉吉博物館の仕事～

＊１２月上旬に県外視察予定（受講者から参加者を募ります）。

ところ：倉吉交流プラザ　　　 　受講料：１講座５００円（大学生以下無料）
定　員：各回１５０人（先着順）　 受付開始：８月１２日（水）午前８時 30分～
＊ 日程・内容などは変更することもあります。　＊ とっとり県民カレッジ連携講座です。
※申込・問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）


